
７ ３2023 年（令和 5 年）

第 27 回　法令上の制限④
「建築基準法の調査（その 9）」

－建築協定について－

物
件
調
査
の
ポ
イ
ン
ト

物
件
調
査
の
ポ
イ
ン
ト

不
動
産
鑑
定
士
　
吉
野
荘
平
が
説
く
　
㉗

　
Q
．
J
リ
ー
ト
と
不
動
産

小
口
化
商
品
の
共
通
点
は

　
A
．
大
き
な
特
徴
は
、
現

物
不
動
産
投
資
よ
り
も
少
額

の
資
金
で
買
え
る
こ
と
。
現

物
不
動
産
投
資
に
比
べ
て
少

額
投
資
が
可
能
な
ゆ
え
手
軽

で
、
不
動
産
の
分
散
投
資
も

可
能
に
な
る
。
運
営
は
プ
ロ

に
任
せ
ら
れ
る
の
で
管
理
の

手
間
が
な
い
。
投
資
単
位
が

小
口
化
し
て
あ
り
、
現
物
の

不
動
産
の
よ
う
に
共
有
と
な

ら
な
い
た
め
、
相
続
や
贈
与

に
も
利
用
で
き
る
。
ま
た
、

い
ず
れ
も
元
本
保
証
の
商
品

で
は
な
い
。

　
Q
．
J
リ
ー
ト
と
不
動
産

小
口
化
商
品
の
違
い
は

　
A
．
J
リ
ー
ト
に
よ
る
不

動
産
投
資
法
人
は
複
数
の
不

動
産
へ
投
資
し
て
い
る
た

め
、
少
額
資
金
で
の
投
資
で

も
複
数
の
不
動
産
へ
投
資
を

し
て
い
る
の
と
同
じ
分
散
投

資
効
果
が
あ
り
、
天
災
な
ど

に
よ
る
物
件
の
損
壊
な
ど
の

不
動
産
特
有
の
リ
ス
ク
を
軽

減
す
る
の
に
一
定
の
効
果
が

あ
る
。
ま
た
、
投
資
法
人
は

導
管
性
要
件
と
い
う
ル
ー
ル

を
満
た
す
た
め
に
、
配
当
可

能
利
益
の
90
％
以
上
を
投
資

家
へ
の
配
当
に
回
す
。

　
J
リ
ー
ト
は
上
場
し
て
い

る
た
め
市
場
流
動
性
が
高
く

基
本
的
に
い
つ
で
も
換
金
で

き
る
。
税
制
面
で
は
株
式
な

ど
と
同
じ
扱
い
で
、
売
却
益

や
配
当
に
は
源
泉
分
離
課
税

の
場
合
は
20・3
1
5
％（
復

興
特
別
所
得
税
含
む
）
が
課

税
さ
れ
る
が
、
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の

対
象
銘
柄
に
な
っ
て
い
る
た

め
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
非
課
税
投
資

枠
の
活
用
で
課
税
な
し
で
投

資
口
を
保
有
す
る
こ
と
も
で

き
る
。
J
リ
ー
ト
の
分
配
金

平
均
は
現
在
４
％
程
度
。
な

お
、
リ
ー
ト
は
日
本
だ
け
で

な
く
海
外
に
も
あ
る
た
め
、

海
外
リ
ー
ト
に
投
資
す
る
こ

と
で
、
世
界
の
不
動
産
に
広

く
分
散
投
資
す
る
こ
と
も
可

能
で
あ
る
。

　
一
方
、
不
動
産
小
口
化
商

品
は
J
リ
ー
ト
と
比
べ
る

と
よ
り
実
物
不
動
産
投
資
に

近
い
。
不
動
産
小
口
化
商
品

は
相
続
税
や
贈
与
税
の
課
税

価
額
の
算
定
で
は
相
続
税
評

価
額
が
用
い
ら
れ
る
た
め
、

実
物
不
動
産
投
資
と
同
じ
節

税
効
果
が
期
待
で
き
る
。
J

リ
ー
ト
は
そ
の
と
き
の
時
価

で
評
価
さ
れ
る
。
現
在
、
不

動
産
小
口
化
商
品
の
運
用
利

回
り
は
２
～
３
％
程
度
。
現

在
の
と
こ
ろ
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
対

象
銘
柄
に
は
な
っ
て
い
な

い
。

　
不
動
産
小
口
化
商
品
は
、

投
資
し
た
お
金
は
特
定
し
た

一
つ
の
不
動
産
の
取
得
資
金

に
充
て
ら
れ
る
た
め
、
J

リ
ー
ト
の
よ
う
な
分
散
投
資

効
果
は
な
い
。
J
リ
ー
ト
以

上
に
投
資
資
金
の
配
分
は
投

資
家
自
身
が
考
え
る
必
要
が

あ
る
。

　
ま
た
事
業
者
側
は
、
商
品

の
人
気
の
高
ま
り
と
と
も
に

物
件
の
選
別
が
厳
し
く
な

り
、
プ
ロ
と
し
て
の
目
利
き

力
が
一
層
問
わ
れ
る
こ
と
に

な
る
。

　
Ｇ
Ａ
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ（
広

島
県
広
島
市
、
松
岡
裕
仁
社

長
）
が
分
譲
し
た
広
島
市
の

「
ソ
シ
オ
大
手
町 

Ｔ
︱
Ｓ
Ｑ

Ｕ
Ａ
Ｒ
Ｅ（
テ
ィ
ー
ス
ク
エ

ア
）」
は
、
約
１
０
０
年
の

ル
ー
ツ
を
持
つ
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー「
タ
カ
ノ
橋
こ

う
せ
つ
」
が
２
０
１
９
年
３

月
に
閉
鎖
さ
れ
た
跡
地
に
建

設
さ
れ
た
マ
ン
シ
ョ
ン
。
タ

カ
ノ
橋
商
店
街
の
地
域
再
活

性
化
を
目
的
と
し
、
集
合
住

宅
と
い
う
形
で
大
規
模
な
完

全
民
間
単
独
で
の
再
開
発
に

よ
る
街
づ
く
り
を
実
現
し
た

事
例
と
な
る
。

　
同
建
物
は
広
島
市
中
区
に

位
置
し
、
広
島
電
鉄
宇
品
線

鷹
野
橋
駅
歩
２
分
。
敷
地
面

積
２
２
６
４
平
方
㍍
。
専
有

面
積
は
29
～
99
平
方
㍍
、
総

戸
数
１
７
７
戸
＋
店
舗
、
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
地
上
15

階
建
て
。

　
販
売
期
間
は
２
０
２
１

年
11
月
～
22
年
９
月（
完
売

済
み
）、
販
売
価
格
１
９
３

０
万
～
６
９
２
０
万
円（
最

多
販
売
価
格
帯
４
３
０
０
万

円
）、
坪
単
価
１
７
８
万
～

２
４
７
万
円（
平
均
坪
単
価

２
０
８
万
円
）、
周
辺
相
場

は
販
売
価
格
４
０
０
０
万
円

程
度
、
坪
単
価
２
０
５
万
円

程
度
。
反
響
は
、
資
料
請
求

１
８
７
５
件
、
来
場
６
９
３

　
ま
ず
、
人
が
介
在
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
部
分
を
省
力

化
す
る
こ
と
。「
ア
イ
パ
ー

ス（
i
P
a
a
S
）」
は
、
異

な
る
サ
ー
ビ
ス
や
ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
同
士
を
つ
な
い

で
、
情
報
を
連
携
さ
せ
た
り

統
合
さ
せ
た
り
す
る
こ
と
が

可
能
な「
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ

ス
」
を
い
う
。

　
G
メ
ー
ル
、
マ
イ
ク
ロ
ソ

フ
ト
３
６
５
、
グ
ー
グ
ル
ド

ラ
イ
ブ
、
ズ
ー
ム
、
チ
ャ
ッ

ト
ワ
ー
ク
、
ク
ラ
ウ
ド
サ
イ

ン
な
ど
１
２
０
０
以
上
の

サ
ー
ビ
ス
と
連
携
が
可
能
。

　
「
ア
イ
パ
ー
ス
」
は
、
複

数
サ
ー
ビ
ス
を
1
つ
の
シ

ス
テ
ム
と
し
て
利
用
で
き
る

よ
う
に
統
合
し
、
人
に
よ
る

物
件
情
報
や
顧
客
情
報
の
入

力
は
一
度
限
り
で
済
む
よ
う

に
出
来
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て

①
省
力
化
だ
け
で
な
く
、
②

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
の
デ
ー
タ

の
連
携
も
実
現
し
、
③
業
務

フ
ロ
ー
も
シ
ン
プ
ル
に
で
き

る
。

　
現
場
で
使
い
慣
れ
た
既
存

の
シ
ス
テ
ム
を
統
合
す
る
仕

組
み
の
構
築
に
便
利
で
あ

る
。

　
■
低
価
格
で
の
D
X
化
の

ポ
イ
ン
ト
は

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し

て
提
供
さ
れ
る
世
界
中
の
便

利
な
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
す
る

こ
と
で
、
低
コ
ス
ト
で
、
か

つ
短
納
期
で
の
業
務
効
率
化

支
援
が
で
き
る
。
稼
働
中
の

シ
ス
テ
ム
を
そ
の
ま
ま
活
用

し
自
動
化
す
る
こ
と
も
可

能
。

　
例
え
ば
L
I
N
E
で
無

人
応
答
b
o
t
を
構
築

す
る
こ
と
も
で
き
る
。
お

友
達
に
な
っ
た
顧
客
に
対

し
、
①
情
報
の
配
信
、
②

L
I
N
E
上
に
よ
っ
て
自
動

で
ユ
ー
ザ
ー
と
会
話
し
た

り
、
③
ユ
ー
ザ
ー
の
希
望
す

る
情
報
を
提
供
す
る
仕
組
み

を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

　
ま
た
、「
ノ
ー
コ
ー
ド
ツ
ー

ル
」
と
い
う
サ
ー
ビ
ス
を
使

え
ば
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の

知
識
や
ス
キ
ル
が
な
く
て
も

低
価
格
で
簡
単
に
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
、
問
い
合
せ
フ
ォ
ー
ム

や
会
員
ペ
ー
ジ
の
構
築
が
で

き
る
。

■
日
常
業
務
の
自
動
化
は
可

能
か

　
P
C
上
の
ル
ー
テ
ィ
ン

ワ
ー
ク
を
自
動
化
す
る

た
め
の
ツ
ー
ル（
ロ
ボ
ッ

ト
）
を「
ア
ー
ル
ピ
ー
エ
ー

（
R
P
A
、
ロ
ボ
テ
ィ
ッ
ク・

プ
ロ
セ
ス
・
オ
ー
ト
メ
ー

シ
ョ
ン
）」
と
い
う
。

　
メ
ー
ル
で
受
け
取
っ
た

デ
ー
タ
を
自
動
で
解
析
し
た

り
、
ウ
ェ
ブ
上
の
デ
ー
タ
を

自
動
で
抽
出
し
た
り
で
き

る
。

　
さ
ら
に
、
そ
れ
ら
の
デ
ー

タ
を
自
社
シ
ス
テ
ム
に
転
記

す
る
こ
と
も
で
き
る
。

　
電
子
契
約
で
一
般
的
に
知

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た「
ク

ラ
ウ
ド
サ
イ
ン
」
は
、
電
子

契
約
締
結
済
み
の
電
子
押
印

さ
れ
た
フ
ァ
イ
ル
を
グ
ー
グ

ル
ド
ラ
イ
ブ
な
ど
の
ス
ト

レ
ー
ジ
サ
ー
ビ
ス
に
自
動
格

納
す
る
一
連
の
流
れ
は
、「
ア

イ
パ
ー
ス（
i
P
a
a
S
）」

の
活
用
に
よ
る
。

(1)
役
所（
建
築
協
定
担
当
部

署
）
で
の
確
認

　
役
所
で
は
建
築
基
準
法
を

担
当
す
る
部
署
が
建
築
協
定

に
関
し
て
担
当
し
て
い
る
の

が
一
般
的
だ
。
役
所
調
査
で

は
、
特
に
次
の
点
に
つ
い
て

重
点
的
に
確
認
し
て
お
き
た

い
。

　
①
建
築
協
定
区
域

　
建
築
協
定
が
定
め
る
こ
と

が
で
き
る
の
は
、
市
区
町
村

が
条
例
で
定
め
る
地
域
に
限

ら
れ
る（
法
69
条
）。
ま
ず
取

引
物
件
が
建
築
協
定
区
域
内

の
不
動
産
か
ど
う
か
を
確
認

す
る
。
こ
の
場
合
、
建
築
協

定
区
域
隣
接
地（
法
70
条
）

か
ど
う
か
も
確
認
し
て
お
く

必
要
が
あ
る
。

　
②
協
定
書
の
閲
覧（
協
定

内
容
）

　
通
常
、
申
請
時
に
は
建
築

協
定
書
3
通
を
市
に
提
出

し
、
そ
の
う
ち
2
通
は
原

本
及
び
縦
覧
用
と
し
て
市
で

保
管
さ
れ
、
残
り
1
通
は
、

認
可
通
知
書
と
と
も
に
運
営

委
員
会
な
ど
地
元
住
民
で
保

管
さ
れ
る
。

　
地
元
住
民
で
保
管
し
て
い

る
も
の
は
、
事
前
相
談
な
ど

に
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
役
所
で
も

協
定
書
の
内
容
を
確
認
で
き

る
が
、
次
に
説
明
す
る
運
営

委
員
会
が
組
織
さ
れ
て
い
れ

ば
、
そ
こ
で
閲
覧
し
た
方
が

最
新
か
つ
詳
細
な
内
容
が
確

認
で
き
る
。

(2)
運
営
委
員
会
へ
の
確
認

　
建
築
協
定
の
調
査
先
は
役

所
だ
け
で
な
く
、
運
営
委
員

会
へ
の
確
認
も
必
要
だ
。
協

定
書
の
中
で
は
、
建
築
協
定

の
運
営
に
あ
た
り
、
土
地
の

所
有
者
等
か
ら
運
営
者
を
選

出
す
る
と
定
め
て
い
る
場
合

が
多
い
よ
う
で
あ
る
。

　
①
運
営
委
員
会
と
は

　
運
営
委
員
会
は
、
建
築
協

定
が
守
ら
れ
、
地
域
の
住
環

境
等
を
維
持
し
て
よ
り
良
い

街
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た

め
に
設
け
ら
れ
て
い
る
も
の

で
あ
る
。

　
こ
の
委
員
会
の
主
な
役
割

は
、
住
宅
な
ど
の
建
築
が
協

定
に
違
反
し
て
い
な
い
か
ど

う
か
、
監
視
し
チ
ェ
ッ
ク
す

る
こ
と
に
あ
る
。

　
運
営
委
員
会
は
、
一
般
に

は
、建
築
協
定
の
認
可
後
に
、

総
会
な
ど
を
開
催
し
て
土
地

の
所
有
者
等
の
中
か
ら
選
出

し
て
運
営
委
員
会
を
立
ち
上

げ
る
こ
と
に
な
る
。

　
し
か
し
、
現
実
に
は
必
ず

し
も
委
員
会
が
組
織
さ
れ
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
。

　
例
え
ば
、
一
人
協
定
で
は

開
発
事
業
者
が
事
前
に
協
定

を
締
結
し
て
か
ら
分
譲
し
、

購
入
者
が
そ
れ
を
継
承
す
る

た
め
、
当
初
は
運
営
の
組
織

が
確
立
さ
れ
て
い
な
い
場
合

も
あ
る
。

　
ま
た
、
運
営
委
員
の
中
に

は
自
治
会
の
役
員
を
兼
ね
て

い
る
ケ
ー
ス
も
多
い
よ
う

だ
。
そ
こ
で
自
治
会
の
役
員

に
あ
た
り
を
つ
け
て
訪
ね
る

こ
と
も
あ
る
と
思
う
が
、
委

員
は
協
定
者
で
な
け
れ
ば
そ

の
資
格
が
な
い
た
め
、
自
治

会
の
役
員
へ
調
査
す
る
に
あ

た
り
、
運
営
委
員
も
兼
務
し

て
い
る
か
ど
う
か
事
前
に
確

認
し
て
か
ら
訪
ね
る
と
良
い

だ
ろ
う
。

　
委
員
会
を
構
成
す
る
委
員

は
、
通
常
、
委
員
の
中
か
ら

委
員
長
、
副
委
員
長
、
会
計

な
ど
の
役
員
が
互
選
ま
た
は

委
嘱
に
よ
り
選
出
さ
れ
て
い

る
。
委
員
の
任
期
は
一
般
的

件（
歩
留
ま
り
25
％
）
販
売

方
法
は
、
チ
ラ
シ
、
H
P
、

T
V
C
M
、
各
種
ウ
ェ
ブ
広

告
。

　
同
建
物
の
デ
ザ
イ
ン
は
、

街
と
の
一
体
感
や
建
物
が
地

域
の
新
た
な
ラ
ン
ド
マ
ー
ク

に
な
る
こ
と
を
メ
イ
ン
テ
ー

マ
に
素
材
や
配
色
を
決
定
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流
動
性
に
関
し
て
は
オ
ー

プ
ン
な
市
場
が
存
在
し
な
い

の
で
、
J
リ
ー
ト
に
比
べ
て

換
金
処
分
し
づ
ら
い
。
償
還

期
限
に
不
動
産
価
格
が
低
迷

し
て
い
る
場
合
は
、
事
業
者

に
よ
っ
て
運
用
期
間
の
延
長

な
ど
の
措
置
が
取
ら
れ
る
こ

と
が
多
い
が
、
そ
の
よ
う
な

環
境
で
は
流
動
性
は
一
層
低

下
し
て
い
る
。

　
最
近
、
不
動
産
小
口
化
商

品
は
広
く
流
通
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　
証
券
会
社
や
信
託
銀
行
な

ど
で
も
取
り
扱
う
よ
う
に
な

り
、
販
売
後
即
完
売
す
る
人

気
ぶ
り
と
な
っ
て
い
る
。

金
融
商
品
化
が
進
む
不
動
産

金
融
商
品
化
が
進
む
不
動
産

不
動
産
小
口
化
商
品
と
は
？
（
後
編
）

不
動
産
小
口
化
商
品
と
は
？
（
後
編
）

　
不
動
産
小
口
化
商
品
は
デ

ジ
タ
ル
化
で
進
化
し
、
三
井

物
産
デ
ジ
タ
ル・
ア
セ
ッ
ト

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ど
が
ブ

ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
上
で
発

行
さ
れ
る
デ
ジ
タ
ル
証
券

を
用
い
て
資
金
調
達
す
る

S
T
O（
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・

ト
ー
ク
ン・オ
フ
ァ
リ
ン
グ
）

も
行
わ
れ
て
お
り
、
今
後
さ

ら
に
そ
の
発
行
は
増
え
る
と

思
わ
れ
る
。

　
不
動
産
の
収
益
価
値
に
裏

付
け
ら
れ
た
証
券
が
さ
ら
に

デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
る
こ
と

で
、
管
理
コ
ス
ト
の
低
減
や

流
動
性・
安
全
性
の
向
上
が

期
待
で
き
る
。

人
が
介
在
し
な
い
シ
ス
テ
ム
構
築
法

01110101001101010011001010101011
00110100101010001101010101011000
10101010101000000110100110101010
00010110010101010000001010100011
00000010100101001000000110001010
00000110000010100000110001000010
00001100100100010011000011001010
01100100100110101000000011000101
00000011000001010000011000100001
01110101001101010011001010101011
00110100101010001101010101011000
10101010101000000110100110101010
00010110010101010000001010100011
00000010100101001000000110001010
00000110000010100000110001000010
00001100100100010011000011001010
01100100100110101000000011000101
00000011000001010000011000100001
01110101001101010011001010101011
00110100101010001101010101011000
10101010101000000110100110101010
00010110010101010000001010100011
00000010100101001000000110001010
00000110000010100000110001000010
00001100100100010011000011001010
01100100100110101000000011000101
00000011000001010000011000100001
01110101001101010011001010101011
00110100101010001101010101011000
10101010101000000110100110101010
00010110010101010000001010100011
00000010100101001000000110001010
00000110000010100000110001000010
00001100100100010011000011001010
01100100100110101000000011000101
00000011000001010000011000100001
01110101001101010011001010101011

　
今
回
か
ら
、
中
小
の
不
動
産
会
社
に
よ
る
シ
ス
テ

ム
導
入
に
つ
い
て
、
各
場
面
ご
と
に
紹
介
す
る
。
わ

か
り
や
す
く
か
つ
、
ス
ト
レ
ス
無
く
導
入
で
き
る
方

法
に
つ
い
て
、
シ
ス
テ
ム
導
入
支
援
な
ど
を
実
施
す

る
レ
ッ
ク
ア
イ（
東
京
都
豊
島
区
）
の
代
表
取
締
役
、

鈴
木
徳
之
氏
に
聞
く
。
同
氏
は
大
京
の
シ
ス
テ
ム
部

門
出
身
で
、
不
動
産
業
界
の
シ
ス
テ
ム
の
精
通
者
で

も
あ
る
。

不
動
産
D
X
の
窓
口

不
動
産
D
X
の
窓
口

自
社
ツ
ー
ル
を
活
用
し
た
自
動
化

自
社
ツ
ー
ル
を
活
用
し
た
自
動
化

構
築
費
十
分
の
一
を
目
指
す

構
築
費
十
分
の
一
を
目
指
す

新連
載

図 1　建築計画（変更）協議書

完
全
民
間
単
独
型
再
開
発
で
街
づ
く
り

「
ソ
シ
オ
大
手
町 

　
　
Ｔ
ー
Ｓ
Ｑ
Ｕ
Ａ
Ｒ
Ｅ
」

ＧＡ
パートナーズ

し
、
南
棟
と
北
棟
で
そ
れ
ぞ

れ
異
な
る
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る

現
代
的
で
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ

な
外
観
フ
ォ
ル
ム
を
形
成
。

外
壁
タ
イ
ル
に
は
、
グ
リ
ー

ン
購
入
法
で
定
め
ら
れ
た
特

定
調
達
品
目
の
判
断
基
準
を

満
た
す
商
品
を
採
用
し
た
。

　
住
戸
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

は
、
現
代
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
の
多
様
化
に
伴
い
単
身
者

か
ら
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
の
住
戸

に
１
年
な
い
し
２
年
の
場
合

が
多
い
の
で
、
そ
の
協
定
区

域
で
過
去
に
調
査
し
た
こ
と

が
あ
っ
て
も
、
必
ず
し
も
同

じ
人
が
委
員
を
継
続
し
て
い

る
と
は
限
ら
な
い
。

　
②
運
営
委
員
会
で
の
調
査

確
認
事
項

　
運
営
委
員
会
で
は
、
役
所

で
調
査
し
た
建
築
協
定
書
に

変
更
が
な
い
か
ど
う
か（
軽

微
な
変
更
で
は
役
所
の
協
定

書
に
反
映
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
が
あ
る
）、
そ
し
て
協
定

書
を
さ
ら
に
詳
細
に
定
め
た

運
営
規
則
な
ど
を
確
認
す

る
。

　
も
し
具
体
的
に
相
手
方
の

不
動
産
の
利
用（
建
築
）
が

具
体
的
に
分
か
っ
て
い
れ

ば
、
運
営
委
員
会
と
事
前
協

議
を
し
て
お
く
と
良
い
だ
ろ

う
。

　
建
築
協
定
で
は
建
築
に
あ

た
り
運
営
委
員
会
等
と
の
事

前
協
議
を
定
め
る
と
こ
ろ
が

一
般
的
で
、
建
築
に
あ
た
っ

て
そ
の
建
築
物
の
建
築
が
可

能
か
ど
う
か
を
事
前
に
運
営

委
員
会
と
協
議
す
る
必
要
が

あ
る
。

　
そ
し
て
協
定
に
適
合
し
て

い
れ
ば
協
議
済
み
の
認
証
を

す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
を

を
階
層
ご
と
に
分
け
て
構
成

し
、
ワ
ン
ル
ー
ム（
29
平
方

㍍
）
～
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ（
1
0
0

平
方
㍍
）
ま
で
34
タ
イ
プ
１

８
８
プ
ラ
ン
を
用
意
。
幅
広

い
世
代
が
集
う
多
世
代
交
流

型
の
集
合
住
宅
と
し
て
計
画

を
行
っ
た
。

　
同
建
物
は
、
一
部
住
戸
を

除
き
25
年
義
務
化
予
定
の
省

エ
ネ
基
準
に
適
合
し
、
グ

リ
ー
ン
住
宅
ポ
イ
ン
ト
対
象

住
宅
の
認
定
を
取
得
。
断
熱

等
性
能
は
全
戸
が
住
宅
性
能

評
価
４
を
取
得
し
、
一
次
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
に
つ
い
て

は
等
級
４
を
ク
リ
ア
。
節
水

タ
イ
プ
の
衛
生
器
具
や
高
効

率
の
ガ
ス
潜
熱
回
収
型
の
給

湯
器
、
Ｌ
ｏ
ｗ
︱
Ｅ
複
層
ガ

ラ
ス
、
高
断
熱
浴
槽
な
ど
、

環
境
配
慮
型
の
設
備
を
多
数

採
用
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
と
し
て
は
、
中
四

国
地
方
で
初
と
な
る
タ
ッ
チ

レ
ス・
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
他

社
に
先
駆
け
て
導
入
。
全
住

戸
に
光
フ
ァ
イ
バ
ー
を
配
線

し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
を

整
え
る
こ
と
に
よ
り
テ
レ

ワ
ー
ク
の
需
要
に
も
対
応
す

る
と
と
も
に
、
共
用
ス
ペ
ー

ス
の
１
つ
と
し
て
感
染
症
対

策
を
講
じ
た
ワ
ー
ク
ラ
ウ
ン

ジ
を
設
け
て
い
る
。

　
同
建
物
竣
工
に
よ
り
約
５

０
０
人
の
居
住
が
実
現
し
、

今
後
の
再
活
性
化
に
大
き
く

寄
与
で
き
て
い
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

ア
イ
パ
ー
ス
　
イ
メ
ー
ジ
図

「ソシオ大手町」物件概要

「ソシオ大手町」外観

４

も
っ
て
建
築
確
認
を
申
請
す

る
こ
と
に
な
る（
図
表 

1
）。

　
次
回
は
建
築
協
定
の
調
査

や
重
要
事
項
説
明
時
の
注
意

点
に
つ
い
て
解
説
す
る
。


